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本文は，昭和 45 年度～昭和 47 年度（3年間）の実践研究の中の昭和 47 年度 2学期後半～ 3
学期（昭和 47 年 11 月～昭和 48 年 3 月期）のものである。
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①出会い・模索期（昭和 45 年 4 月～ 5月）学校生活に慣れるように学校生活環境を整えた。
②  探索期「和人君のできることを調べた」（5月～ 6月）調べると同時に人間関係の形成を
図った。（人名は仮名。以下同じ。）
③  学習の始まり「水まき学習」5月～ 7月，水が好きであることをヒントに共に花壇に水ま
きをした。




⑤  計画的な学習「ビンの弁別学習」（昭和 46 年 1 月～ 7 月）この学習の過程で彼には独特
の認知様式があることが分かり，この特性を生かす学習支援をすると学習効果があるこ
とが分かった。その結果，本人の言語が徐々に醸成されてきた。








（3）StudyⅢ（実践報告：昭和 47年 4月～ 7月）









（4）StudyⅣ（昭和 47年度 2学期前半　9月～ 11月期）





































（2）図形を 1枚 1枚取り出す学習（昭和 47年 11月 30日記）











【図 2】 【図 3】
29
トリプルハンディキャップのある生徒の言語形成過程への学習支援について（Ⅴ）
を変えていたが，11 月 1 日頃からこの模様【図 3】で安定してきた。














（5）形の共通属性の識別学習（昭和 47年 12月 6日記）




























































（1）色と形の識別学習「要素を 2つ含んだ学習」（昭和 48年 1月 13日記）
〔ねらい〕
〔色＋図形〕の概念を理解できるようにする。（例：赤色の円形）要素を 2つにした。【図 6】





































































②  第 2段階　いろいろな色を増加させていく。一色ずつ増やしていく。（例　黄色の円形，
黄色の四角形など……）
（3）色と形の般化と識別学習の変化（その 2）（昭和 48年 2月 10日記）






































































　  昭和 46 年 1 月～ 4月期
②  第 2段階　特に印象の強い物が分化し始めるグループ形成がなされる。　昭和 46 年 4 月～
6月期
③  第 3段階　印象の強い物が他から独立する。　昭和 46 年 6 月～ 7月期
④  第 4段階　印象の弱かった物にも認知が分化していく。　昭和 46 年 7 月～
また，和人君は，1年生の時，長い期間（夏休み）のブランクがあると，元の状態に戻って
しまった。ブランク後の学習は，経験ある学習内容から再開した方がよいことも分かった。
（昭和 46 年 9 月記録）
（2）本人の行動特徴
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